










2013年 2月 14日 : 艮陵会館　記念ホール
看護実践と看護学





昭和 47年  3月　　聖路加看護大学衛生看護学部卒業
昭和 49年  3月　　立教大学大学院社会学研究科修士課程修了
昭和 49年  4月　　聖路加国際病院看護婦
昭和 53年  4月　　聖路加看護大学講師
昭和 56年  4月　　東京都東村山保健所主事保健婦
昭和 63年  4月　　日本赤十字看護大学講師
平成  4年  4月　　国立公衆衛生院公衆衛生看護学部看護技術室長
平成  5年 10月　　厚生省健康政策局計画課保健指導室長
平成  6年  3月　　東洋大学大学院社会学研究科博士後期課程修了
平成  9年  7月　　厚生省保健医療局地域保健・健康増進栄養課保健指導官
平成 11年  7月　　国立公衆衛生院公衆衛生看護学部長
平成 14年  4月　　国立保健医療科学院公衆衛生看護部長
平成 20年  4月　　東北大学大学院医学系研究科教授
平野 ─ 看護実践と看護学 21東北医誌 125 : 21-23, 2013
― 最終講義 ―
看護実践と看護学






















































































平野 ─ 看護実践と看護学 23
実践者が可視化しなければ明らかにならないと思いま
す（図 2）．
実践の場の全体は複雑な状況だと思います（図 3）．
看護は理論を基とした科学だけでは成り立っていま
せん．実践者が実践知を可視化する研究方法をもっと
開発しなければ，実践の学として看護学は成立しえな
いと思います．本学の理念には実践尊重もあります．
研究第一主義の中に実践者であるからこそ把握できる
実践知を研究することを加え，実践者である研究者を
育て，科学とアートを融合させた新たな研究方法論を
持つ看護学を確立することを皆様に期待したいです．
また，私も健康が許す限り，それを追求し続けたいと
思っています．
